
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １０月２７日（水）に２年生の大学模擬講義が実施されました。日本大学から８学部１２学科，他大学

から２大学２学科の計１４講座が開講されました。具体的な講座内容は右の一覧表のとおりです。生徒は

１人２講座を受講し，実際の大学の授業がどのようなものかを体験することにより，大学への進路決定を

する際の参考となったと思います。  

昨年同様にコロナの影響で Zoom を用いてのオンライン開催となりました。通信状態の都合上，各講

座とも５名の生徒が Zoom に参加をし，残りの生徒は講座別に分かれた教室のスクリーンで視聴する形

になりました。生徒たちは講座に熱心に聴き入り，「進路ノート」に要点をまとめていました。 

「進路ノート」の感想には，「大学進学への興味が高まり，希望の大学・学部・学科への合格へ向けて

さらに一生懸命勉強に取り組むきっかになった」といったものも見受けられました。生徒たちには良い刺

激となり，いっそう入試に向けて自主的に学習が進められることを願います。 

   

 

 

 

 

 

 

大学・学部・学科 テーマ・授業内容 

日本大学法学部公共政策学科 情報法と情報窃盗について 

日本大学文理学部心理学科 
子どもの臨床心理学 

ー 架空事例をもとに考えてみよう ー 

日本大学文理学部体育学科 運動の効率の歴史と現在 

日本大学商学部商業学科 湖池屋に学ぶマーケティング 

日本大学経済学部経済学科 
平成の３０年間で日本経済・社会はどのように 

変化したか 

日本大学芸術学部映画学科 映画って何？ 

日本大学理工学部建築学科 
建築構造学 

ー 地震との闘いと建築を実現するテクノロジー ー 

日本大学理工学部物質応用化学科 
細胞の運命を決定づける複合糖質 

～ 難病の診断や治療に向けて ～ 

日本大学生物資源科学部獣医学科 
犬と猫の神経疾患 

～ 脊髄再生医療と脳腫瘍の治療最前線 ～ 

日本大学生物資源科学部海洋生物資源科学科 海洋生物の秘密をさぐる 

日本大学生物資源科学部食品ビジネス学科 食品産業論研究室を覗いてみると… 

日本大学薬学部薬学科 クスリの効果を人工知能で予測する 

青山学院大学理工学部電気電子工学科 
理系のための大学講座 

「本当に必要な "モノ・システム" づくり」 

明治大学総合数理学部先端メディアサイエンス学科 
AI，スマートフォン，VR ゲーム， 

３D プリンタの先には何がある？ 

 

 

 

 

 

受験人口 65.7 万人÷入学定員 67.3 万人＝0.976…⇒約 98％。この数字が 100％を割った

のは今年が初めてのこと。いよいよ本格的な《大学全入時代》に突入しました。これからは大学に

入学することが目標でなく，どの大学で何を学びたいのか，よりアクティブな進路選択が可能にな

ります。今号では《アクティブ進路》の一助となる取り組みを特集しています。自分が興味を持った

学問系統を探り，2 年 12 月までには第一志望を固める，それがすなわち第一志望を叶えるため

の近道です。進路指導部では生徒自らが進む路（みち）を切り拓くためのサポートをしていきます。 

 

進路指導部主任より 

    
日大鶴ヶ丘高校進路通信  

第 1２号 令和３年 1１月発行 

―innovation― 

大学模擬講義で大学の授業体験！ 



 

 

 

 

 １１月１０日（水）に１年生は小論文講座を録画視聴という形で実施しました。大学入試の総合型選抜や 

学校推薦型選抜に備えるのが主な目的です。現在７割近くの大学が小論文を課しています。各大学で「多様 

な人材を求める」ことや「学力だけでは測れない才能を見極める」ことなどを目的に実施されていますが， 

「コミュニケーション能力を見たい」という思惑も伺われます。 

 しかし，小論文の練習を積むということは単に大学入試のためだけではなく，いろいろな方面で今後役に 

立っていきます。例えば，学問の世界においては「会話だけではなく，論文など文字によるコミュニケーシ 

ョン」も必要とされます。またビジネスの世界においては「契約書など文字によるエビデンス」が求められ 

ます。さらに，社会生活における「権利の行使をする場合」などにも文章力は強い味方となります。 

 まず小論文とは何かを理解し，その後小論文の書き方を学ぶという順で行われました。そして１１月２４ 

日（水），それらを意識しながら実際に６００字の小論文に臨み，今回は課題文型小論文を問題解決型で論 

じる練習をしました。どの生徒も真剣に取り組むことができていました。 

今回の答案は細かく添削され，１月に返却される予定です。それを受けて１月１２日（水）に全体の講評 

を受け，さらに１月１９日（水）に添削内容をふまえながら再度同じ課題に対してリピートを行い，より完

成度の高い小論文へと仕上げていきます。 

 このように，国語の授業に加えて外部のトレーニングを積むことにより，相手の主張を正確に把握したう 

えで自分の考え・意見を的確に伝える術を学んでいきます。社会において欠かせないコミュニケーション力 

のアップにつなげていきたいと考えています。 

 以下に，講義を聞いての「進路ノート」のメモを抜粋します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次号の鶴進では「一般選抜ラストスパート」について取り上げる予定です！ 

次号予告 
   

小論文練習で総合型選抜・学校推薦型選抜への準備！ 


